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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を理
念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュースです。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

○ 作今の景気動向およびフランチャイズ・ビジネスをとりまく環境

２００６年１２月以降、日本経済はいざなぎ景気を超えてさらに長期に好調が続くと
いう予測が出ていますが今回の景気回復は自動車、鉄鋼、機械産業、素材等輸出関連
の大企業に大幅な利益をもたらした限定的好景気であり、一般消費者は景気回復を実
感しておらず、相変わらず財布のヒモは固くフランチャイズ・ビジネスのような消費
関連産業にはほとんど無関係な景気回復と言えます。

団塊世代の定年退職が始まり、団塊世代が今年から２年後まで６０歳の定年を迎えて
職場を去ると労働力不足になり、技能伝承が滞ると懸念されていますが、高齢者雇用
促進法ですべての企業は６５歳までの雇用を確保する措置を取ることが義務付けられ
ました。しかし、定年後の雇用延長は決して働きやすいものではなく、役職はなくな
り、給与も現役時代の半額程度になるところがほとんどです。



２００６年度日本の出生率は１．２６人に下がり、２０３０年には労働力人口が今よ
り１０００万人以上減少する見込みです。今後、女性、高齢者、外国人を含めた総合
的な対策が必要です。しかし、現在でも少子高齢化の進行により、労働力人口が減少
し、正社員もパート・アルバイトも深刻な人手不足であり、時給も高騰しています。
一般的にフランチャイズ・ビジネスは人手に依存する部分が多く、人件費高騰は経営
に対する大変な重荷になっています。

○ アメリカのフランチャイズ・ビジネスから学ぶ
日本のフランチャイズ・ビジネスの将来予測

フランチャイズ・ビジネスがアメリカから発祥していることは、周知の事実でありま
す。米国のフランチャイズ・チェーンの市場規模は約１７５兆円（米国 GDP 比率１４
％）、フランチャイズ・チェーン本部数約５０００チェーン、米国のその市場規模は
日本の約９倍ということになりますが、市場規模については国土の広さ（日本の２５
倍）、人口（日本の２．４倍）などの要因が大きな影響を与えています。

社団法人日本フランチャイズチェーン協会の統計では、日本国内におけるフランチ
ャイズ・チェーンの市場規模（売上高）はおよそ１９兆４０００億円、チェーン本部
数は１１４６チェーンあり、店舗数ではおよそ２３万４５００店もあります。現状の
日本の GDP はアメリカ GDP の約４割、２０１０年には２５兆円の市場規模に拡大するこ
とが予想されています。
また、日本における GDP に占めるフランチャイズ全体の市場規模構成比は 3.4％で、
アメリカの１４％と比較するとまだまだ低く、日本の GDP の伸びとフランチャイズ・
チェーンの売上の伸びを比較するとフランチャイズ・チェーンの伸びが上回っており、
今後も市場規模の拡大が期待出来ます。
国内のフランチャイズチェーンをとりまく環境は厳しさがありますが、今後アメリカ
のようにさらなる拡大･成長を遂げる可能性が充分にあり、期待出来る市場といえます。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

----------------------------------------------------------- 第 １ 回 -----

今回から「アメリカの事情」というテーマで、ご報告させていただきますが、アメ
リカのトレンドは非常に参考になりますのでお役に立てていただければと思います。

----------------------------------------------------------------------------
【ウエストフィールド・センチュリー・シティ】 （WESTFIELD CENTURY CITY）
----------------------------------------------------------------------------

ロサンゼルス国際空港から車で北に 40 分のところにある「ショッピングセンター
（SC）」で、高級住宅地である「ビバリー・ヒルズ」の南に位置する計画的都市「セ
ンチュリー・シティ」の中心にあるセンチュリーシティ SC は、1980 年頃まではウエス
トサイド地域において唯一の大型「SC」ともてはやされました。しかし、アメリカは
競争の国で、同「SC」の人気は何時までも続きませんでした。



1980 年には高級海浜リゾート地にふさわしい地域密着型の「サンタモニカ・プレイ
ス（SANTA MONICA PLACE）」、1982 年には、それこそビバリー・ヒルズに住んでお
られる人々を対称にした、市街地再開発型でグレードの高い「ビバリー・センター
（BEVERLY CENTER）」、1985 年には時代の最先端のコンセプトとイタリアのミラノ
にあるガレリア・スタイルでオープンした「ウエストサイド・パビリオン（WESTSIDE

PAVILION）」などが続々開発されてきますと「センチュリー・シティ SC」は、自然
と地盤沈下を起こしてしまいました。

そこで、同「SC」は大々的なリノベーションを行い、かなり思い切った「アップス
ケール（質の向上）を行って再び活況を呼び戻したのでした。そのリノベーションの
主なものは、フードホールの建設、レストランの新設、専門店のアップスケール化、
シネマの増設などで、フードホールとしては、建物と外にとかなり雰囲気を変えたフ
ードコートとして、近隣のビジネス・ピープルでランチ・タイムは満員盛況でありま
す。そして、最大の成功の要因は、アップスケール志向の「スーパーマーケット（SM）
」の「ゲルソンズ（GELSON’S）」を徹底的にイノベーションを行ったことがあげら
れています。

◎ ゲ ル ソ ン ズ > > > > > > > > > > > > > > > > > > > GELSON’S > > >

店舗数はあまり多くありませんが、アメリカの高所得層に支持されている「スーパ
ーマーケット（SM）」ですが、そのポイントをあげてみましょう。

● イノベーション
「ゲルソンズ」は、もともと「クォリティ＆サービス」を志向するインデペンデン

トのスペシャリティ・スーパーマーケットでした。そして「ゲルソンズ」の高い評価
は、アメリカの SM 業界のみならず、わが国の SM 業界にも多大な影響を与えています。
一時低迷をした時代もありましたが「イノベーション」を図り活性化に成功しました。

● ハイ・クォリティ＆グッドサービス
同「SC」のリノベーションに際して、一番力を入れたのは、お客様に快適感を提供

する「クリーンストア」のイメージづくりで、これを地道に積み重ねることによって、
「アップスケール」を目指したのでした。

こうした店づくりが功を奏し、「ゲルソンズ」は、お客様にとって並の「SM」とは
一味違ったショッピングの経験が出来る店、品質や鮮度も高く、しかも商品数がそろ
っているという「ハイ・クォリティ＆グッドサービス」の店として、他に絶対真似の
出来ないレベルをつくり上げることに成功しました。

● フレッシュ・ヘルシー・テースティ
「ゲルソンズ」の店に足を一歩踏み入れると、もう心がワクワクさせられてしまい

ます。入ってすぐ左側に花が一杯陳列されていて、そのバラェティと香りの良さは抜
群です。続いてのサラダバーは他の「SM」には見られないくらい人気が高く、これに
続く果物と野菜は無農薬で栽培されたものばかりで、みずみずしさとあの素晴らしい
香りが本当に胸をついてきます。まさに「フレッシュ・ヘルシー・テースティ」です。

● 豪華なデリカテッセン
今、最も人気の高いのは「デリカテッセン（調理商品＆加工肉）」の豪華さであり

ます。まさに買い物をする楽しさや、美味しい食べ物を賞味できる嬉しさが一杯で、
その「アメニティ（快適さ）」ぶりや、お客様の「エキサイティング（わくわく）」
させる要素が満開であります。



◎ ダイニング テラス > > > > > > > > > > > > > > > Dining Terrace > > >

従来からも人気が高かった「フードコート」は、「フードテラス」として大幅に改
装を行いました。従来１階にあったが２階に移動させ、大きなパラソルが並ぶオープ
ンエアーの広大なテラス席を設けています。この「フードテラス」は、お客様にゆっ
くりと食事をしていただき、食後のくつろぎ空間まで提供しています。テナント数は
14 ですが、多くは「ファストカジュアル」業態のフードサービスチェーン店です。

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

----------------------------------------------------------- 第 ３ 回 -----

「第２回」では、フランチャイズ・ビジネスのタイプとしまして「商品商標提供型」
を説明させていただきましたが、今回は「ビジネス・フォーマット・フランチャイジ
ング」について説明しましょう。

［２］フランチャイズ・ビジネスのタイプ -2-

（２）ビジネス・フォーマット・フランチャイジング

-1- フランチャイズ・ビジネスの旗手

「フランチャイズ・ビジネス」が、フードビジネスの分野に適用されるようになり、
一気にアメリカにフランチャイズ・ブームを開花させていきました。いまや、アメリ
カのフードサービスは、巨大な産業として位置づけられていますが、産業化を達成し
ましたのは、1950 年代以後で、その旗手は、「マクドナルド」と「ケンタッキー・フ
ライド・チキン（KFC）」で、「マクドナルド」の第１号店のオープンは、1955 年４
月 15 日で、「KFC」も、くしくも、1955 年というのも面白いものです。

-2- フードサービスのチェーン化

フードサービスにおける「フランチャイズ・ビジネス」の展開は、この産業化以前
にもありました。そのきっかけをつくったのは、「ハワード・ジョンソン」で、現在
はその姿はほとんど見ることはできなくなりました。しかし、何といっても、この
「ハワード・ジョンソン」があったからこそ、フードサービスの分野におけるチェー
ン・システムの本格的な形成が可能になったのです。

-3- ハワード・ジョンソン



「ハワード・ジョンソン」の創業は 1925 年で、その当時は「ハワード・ジョンソン・
ホームメード・アイスクリーム」と命名されたアイスクリームを売っていました。実
は、アイスクリームは人気商品であったにもかかわらず、どの店も変わりばえしない
商品しか売っていないのに気がついて、新しいアイスクリームを開発し、28 種類のア
イスクリーム・ショップとして展開を始めたのでした。

しかし、「ハワード・ジョンソン」を巨大な企業に仕立てたのは、そのアイスクリ
ームだけではありません。そのアイスクリームを、1935 年から「フランチャイズ・シ
ステム」で売ったことが、大きな要因となりました。

-4- フードサービスにおけるフランチャイズの開始

フードサービスの分野においての「フランチャイズ・チェーン」は、実は「ハワー
ド・ジョンソン」が第１号ではありません。それは、1919 年に創業された「A&W」の
ほうがはるかに早かったのです。「A&W」は、今日ではハンバーガーのファーストフ
ードを展開していますが、当時は「A&W」というオリジナル・ブランドのルートビア
というソフトドリンクのチェーンでした。後に産業化を達成した「マリオット」の
創業の最初のビジネスは、この「A&W」のフランチャイジーでした。

「マリオット」の創業は、1927 年５月 20 日で、1926 年ユタ大学を卒業した J.ウイラ
ード・マリオットは、始まったばかりの「A&W」のフランチャイズ・ビジネスに目を
つけたのでした。その当時は、まだ「ハワード・ジョンソン」は、「フランチャイズ
・ビジネス」を手がけていませんでした。

-5- フランチャイズ・ビジネス化

「フランチャイズ・チェーン」をビジネス化し大企業化にしたのは、「ハワード・
ジョンソン」が第１号になります。「ハワード・ジョンソン」は、その意味で「フラ
ンチャイズ・システム」をフルに活用したもので、もし「ハワード・ジヨンソン」が
システムを開発しなかったなら、「フランチャイズ・ビジネス」は、放置されていた
かも知れません。

それ以後「マクドナルド」や「KFC」の産業化を達成する大きなフクターの一つと
して「フランチャイズ・システム」を採用したことがあげられるし、フードサービス
ばかりでなく、ホテルのチェーンにもおよんでいます。

-6- ホテルのフランチャイズ化

その偉大なビジネスの創業者は、「ホリデー・イン」のケモンズ・ウイルソンです。
「フランチャイズ・システム」を適用したことにより、サービスが悪く、高い料金の
ホテルの分野に革命を起こし、大チェーンをつくりあげました。

-7- フランチャイズ・ビジネス発展の背景

「フランチャイズ・ビジネス」の発展の背景には、人口の郊外化、ショッピングセ
ンターの発展、チェーンストアの成長（スーパーマーケットやディスカウントストア
等）による小規模小売業者への圧迫、第２次世界大戦後の復員軍人の就職難や農民の
転換の増加などがあり、さらにパイオニア精神が旺盛なアメリカの風土は、個人の独
立の夢であるアメリカン・ドリームが、「フランチャイズ・ビジネス」に向けられま



した。
また、アメリカの生活社会は、ベビーブームで、多くの若い家族を生むことによっ

て、消費の主流はベビーブーマーと呼ばれる人たちが占めるようになりました。彼ら
は核家族化を好み、住まいを郊外に求めて、モータリゼーションを起こすとともに、
ショッピングセンターをも発展させていきました。

ベビーブーマーは、さらに外食やテイクアウトを好み、フードサービスの分野もチ
ェーン化を迫られたのでした。フードサービスのチェーン化には、これらの時代背景
から「フランチャイズ・システム」が採用されたのは自然の形でした。しかも、急速
なチェーン化も要請されていました。

-8- ビジネス・フォーマット・フランチャイジングの誕生

フードサービス分野の「フランチャイズ・システム」は、従来の商品の流通や販売
権を供与するシステムを進化させ、独自の「フランチャイズ・パッケージ（ブラント、
システム、ノウハウ、スーパーバイジング等）」化を確立し、ビジネスそのものを提
供する「ビジネス・フォーマット・フランチャイジング（business format
franchising：経営方式提供型）」を誕生させたのでした。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
グッドウイル （goodwill)

----------------------------------------------------------------------------

企業が長い期間にわたって良質の商品またはサービスを顧客に提供して確立した「信
用」ないし「のれん」のことをいう。
このグッドウｲルを標章するのが商標やサービス・マークである。

商標法第 1 条は、同法の目的は商標を保護して商標使用者の「業務上の信用」を維持し、
あわせて需要者の利益を保護するにあると規定する。

フランチャイズ契約は、フランチャイザーが自分の商標やサービスマークをフランチ
ャイジーに使用させて、フランチャイザーが確立した「グッドウイル」すなわち「顧
客吸引力」を利用させることを目的とする。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□



≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 9 月 24 日 月曜日(祭日) 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

「フランチャイズ本部構築セミナー」

日 時 9 月 29 日 土曜日 10 時 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ本部構築を目指す方に、１日間の集中講義でフラン
チャイズ本部構築の手順、ポイントを講義するとともに、演習により
フランチャイズ本部構築の課題を明確にします。

参 加 費 15,000 円

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

「スーパーバイザー育成セミナー」



日 時 10 月 20 日 土曜日 10 時 ～ 19 時 00 分 (１日目)
11 月 2 日 金曜日 10 時 ～ 17 時 00 分 (２日目)

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ･チェーンのスーパーバイザー育成のためのセミナー
です。フランチャイズ･ビジネスのキーマンであるスーパーバイザー
の業務に必要な理論と実践についてわかりやすく解説いたします。

参 加 費 55,000 円

定 員 ２０名(定員になり次第締め切らせていただきます)
※ 参加人数が５名以下の場合は中止とさせていただきます。

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp
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≪ 編 集 後 記 ≫

９月も半ばになると涼しく感じられる日が多くなってまいります。また、日が暮れる
時間も早くなっており、夏の終焉が肌で感じられる今日この頃です。
９月２３日は秋分の日です。昼と夜の長さがほぼ同じになり、気温が下がっていく
季節の変わり目の日です。本格的な秋を迎え、秋の七草が咲き揃う頃となります。

この日は秋彼岸の中日でもあり、古くから「彼岸会」と呼ばれる仏教行事が行われま
すが、これは他の仏教国には無い日本独特の行事です。春の春分の日と同様に先祖の
供養、墓参りを行う慣習があります。おはぎを召し上がりつつ、先祖のことを思い出
すひとときは、われわれ忙しい現代人に必要な「ゆとり｣を感じられる貴重な時間です。

暑さ寒さも彼岸まで、くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。
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